
ジ ェ ンダー の葛藤:「 黄 色 い壁 紙 」 と 『ね じの 回転 』比 較
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　 Henry　 James(1843～1916)のThe　 Turn　 o/the　 Screwは1898年 に 出版 され た。 こ の作 品 は 彼 の

長 い作 家 歴 の な か で も 円熟 の域 に 達 し た 頃 に 書 か れ た 中 編 で あ る 。 一 方Charlotte　 Perkins

Gilman(1860～1935)の"The　 Yellow　 Wallpaper"は そ の6年 前 の1892年 、 雑 誌The　New

England Magazineに 掲 載 さ れ た 。 ギ ル マ ン は 女 性 の 地 位 向 上 の た め に 尽 く した 闘 士 で あ り、

ジ ャー ナ リス ト、 作 家 と して も活躍 した が 、 自 らは まず 社 会 学 者 と考 え て い た 。 国 際 的 に評 判 を

と った1898年 のWomen　 and　 Economics: A Study　 of　the　Economic　 Relation　 Between　 Men　 and

Womenを 始 め と して彼 女 の著 作 は 多 岐 に わ た るが 、短 編 「黄 色 い壁 紙」執 筆 は彼 女 の経 歴 の な か

で は 比較 的 初 期 に あ た る。彼 女 の フ ィク シ ョン は ユ ー トピ ア小説Herland(1915)を 筆 頭 に 、ユ ー

モ アを込 め な が ら も、 女性 が 当時 おか れ てい た 社 会 的 立 場 とそ の 改革 を念 頭 に書 か れ た もの が ほ

とん どで あ る。 『ね じの 回転 』が 文 学 の プ ロ と して の 自負 を持 ち 、心理 的 リア リズ ム の 巨匠 と い わ

れ た作 家 の作 品 で あ る の に対 し、 「黄 色 い壁 紙 」 は社 会 学 者 、 ジ ャ ーナ リス ト、作 家 で あ る フ ェ ミ

ニ ス トが 自 らの体 験 を も とに 社 会 的 プ ロテ ス トを込 め て 書 い た作 品 で あ る(Karpinski
,"Ｉntro"

9)。 ジ ェイ ムズ は1886年 か らほ とん ど英 国 で暮 ら して お り、 ギ ル マ ン の 「黄 色 い壁 紙」 に 関心 を

払 った とい う証 拠 は な い 。『ね じの回 転 』執 筆 の き っか け は 、友 人 た ちの 集 ま りで た また ま 幽霊 話

に な った と きに 聞 い た ご く断 片 的 な エ ピ ソー ドで あ っ た と い う(The　 Art　 o/the　 Novel　 169-70) 。

また ギ ル マ ンの伝 記 に ヘ ン リー ・ジ ェイ ム ズが 言 及 され る こ と もな く、彼 らが お互 い直 接 の影 響

を 受 け た様 子 は な い。

　 『ね じの 回転 』 は 出版 当時 か ら話 題 に な り、 現 在 に 至 る まで 多 くの批 評 家 が そ の解 釈 に つ い て

さま ざ ま な議 論 を 闘わ せ て い る。 一 方 ギ ル マ ンの 「黄 色 い 壁 紙 」 は 発 表 時 拒 絶 的 反 応 が 多 く、

1920年 に な っ てや っ と、 当 時 の 文 壇 の 大 御 所 で あ ったWilliam　 Dean　 Howellsが 編 集 したGreat

Modern　 American　 Storiesに 再 録 され た 。ジ ェイ ムズ の 『ね じの 回 転 』は 単 な る幽霊 話 で はす まな

い 恐 怖 が 評 判 と な り、 た と え ばVirginia　 Woolfが"That　 courtly,　worldly,　 sentimental　 old

gentleman　 can　still　make　 us　afraid　of　the　dark"(180)と い う感 想 を 述 べ た の も肯 定 的評 価 と

して で あ る。 そ れ に 対 しギ ル マ ンの 「黄 色 い壁 紙 」 は ハ ウ エ ル ズ を し て"terrible"と い わ せ た

が 、彼 は そ こに魅 力 は感 じな が ら もま さ にそ の 恐 ろ しさが 読 者 の反 感 を 招 く こ とを 危 惧 し、 ギ ル

マ ンが 望 ん だ よ うにAtlantic　 Monthlyに 掲 載 され る よ う強 く働 きか け る こ とは しな か った(Kar-

pinski,"When"214-15)。 結 局 「黄 色 い壁 紙 」 は 『ニ ュー イ ン グ ラ ン ドマ ガ ジ ン』 に掲 載 され た

が 、 それ を読 ん だ あ る読 者 の感 想"Such　 a　story　ought　 not　to　be　written....It　 was　 enough

to　drive　anyone　 mad　 to　read　it"(YW　 xv)に 代表 され る よ うに 、 読 者 の 反 応 は 概 して 否 定 的 で

あ った 。 この作 品 が 文 学 作 品 と して フ ェ ミニ ス トた ち に よ り再 評 価 され る よ うに な った の は よ う



や く1970年代になってからである(Hedges　 223)。

　 このように上記2作 品は発表当時から全 く違 う反応を呼び、作者どうしお互い交流もない別 々

の作品であるが、当時の社会のなかでの女性の地位、女性が作者となるということについてなど、

これらの作品の比較によって明らかになる問題点 も多い。以下、2つ の作品の執筆当時の社会背

景、作品の構造、ヒロインの境遇、苦境からの脱出法などを比較 しながら、2作 品から共通して

浮かび上がる当時の女性の問題、および文学作品のジェンダーについてのジェイムズとギルマン

の姿勢を検討 してみたい。
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　ギルマンとジェイムズの作品がそれぞれ発表 された1890年 代はアメリカの金ぴか時代 と呼ばれ

る経済的繁栄の1870-1880年 代の続きにある。この時代は1890年 のフロンティア消滅宣言、1892

年の人民党結成、労働運動の激化など、一種の閉塞感が生まれ資本主義経済のどん欲さが露呈 し

てきてはいたが、1893年 のシカゴ万博の成功に見られるように産業の興隆はまだ続いていた。一

方1890年 には全米婦人参政権協会ができ、それまでも続いていた女性参政権獲得運動が継承され

たが、その活動は上流階級の女性中心に偏 り、必ずしも活発ではなかった。ギルマンも知己を得

たセツルメント運動の指導者ジェーン ・アダムズ、黒人の地位向上、 リンチ阻止運動にかけたア

イダ ・B・ ウェルズ、アナキス トのエマ ・ゴール ドマンら、個 々にめざましい活躍をした女性は

いたが、女性地位向上のための全国的、全階級的な運動は低調であった。

　 ギルマンのフェミニス トとしての社会での活躍の華々しさに比べると、17才年長のジェイムズ

は象牙の塔に閉 じこもるお上品な保守的作家の印象がある。事実1881年 のThe　Portrait　of a

Ladyで は、バイタリティがあって親切だがお節介で無神経な職業婦人が登場 し、1886年 出版の

The　Bostoniansで は女性参政権運動家が椰楡の対象になっている。しかしジェイムズはヴィクト

リア朝的お上品さを残しながらも女性を比較的予断や偏見なしに観察 し、その可能性について考

える自由さを持っていた。彼はますます強固になる資本主義社会に敏感で、金権と女性の関係を

小説化することが多い。マーサ ・バンタは 『アメリカ文学のなかの女性』第3章 で、ジェイムズ

は国家 として成長 したアメリカとその豊かさを所有 しようとする男の関係がアメリカとい う国の

女性的属性を際だたせることに気づき、女性の運命を観察す ることでアメリカの本質を見極め よ

うとしたのだと述べる(86)。 確かにジェイムズの小説の ヒロインたちは当時の社会のなかで

Isabel　ArcherやMinnie　 Theale、　Kate　Croyの ように、資産があって自分の人生を十二分に生きよ

うと決心していた り、または自分の人生の夢を実現するために知力をふ りしぼって金を得ようと

した りする。たとえ男の犠牲になる場合でも盲目的な自己犠牲とは違った、彼女たちな りの理由

を見つけようとする。このように独立心旺盛で個性的な女性たちはこの時代の典型的中流、また

は上流婦人とは異なっている。

　 W.D.ウ ェルズは1894年 出版のA　Traveler　from　Altruriaと いう半ば風刺、半ばユートピア小

説 といった趣の作品のなかで当時の 「レデ ィ」の日常生活に触れている。彼女たちは何 もせず、

教養があり、社交に 「忙殺」され(104)、 神経的に参 って病気がちにな り、薬を飲んで過ごす



　 (108)。一方彼女の夫たちは仕事に追われ、夏の避暑地に妻子を送 りだ し、普通は週末だけ会い

に来る程度の暇 しか得られない(35)。 ここではアメリカの中流から上流階級の レデ ィたちの無

為 と退屈が夫たちの仕事ぶ りと滑稽に対比されているが、「黄色い壁紙」のヒロインの神経症は

まさに笑ってばか りいられないそのような状況から生まれた。

　　「黄色い壁紙」の ヒロインは神経症の治療 ということで医者である夫から静養を命じられ、彼

が借 りた屋敷につれて行かれる。彼女は書 くことも読むことも禁 じられ、たっぷ り休養するよう

いわれているが、夫は医者の仕事が忙 しく、ときどき様子を見に帰るだけである。ギルマンがこ

の短編を書いたのは彼女自身結婚 して子供を生んでからひどい憂鬱症に悩まされ、当時神経症治

療で有名であったS.Weir　Mitchellにかかった経験に よっている。ミッチェルの治療の基本は"the

Rest　Care"、 すなわち何もせず書かず考えず、知的刺激を避けて栄養たっぷりな食事を十分 とり

横になる、とい うものであった。この治療法は当時の女性患者向けの神経症治療としては穏やか

なものであったといわれるが、彼の治療を受けた多 くの有名人たちのなかでJane　Addams,　 Edith

Whartonら はそのや り方に不満を持っている(Golden　 144)。ギルマンはそれを最も強 く感 じた一

人 として、抗議の意味を込めて 「黄色い壁紙」を書いた。彼女の意図は彼女がこの作品を自分の

雑誌The　Forerunnerに 再掲載 したときの目的を語った ところで明らかに されている。"It　was

not　intended　to　drive　people　crazy,　but　to　save　people　from　being　driven　crazy,　and　it

worked"(YW　 xv).

　 この時代、女性の神経症やヒステリーが多かったことは1895年 フロイ トの 『ヒステ リー症研

究』が出たことからもうかがえるが、1ジ ェイムズも妹アリスの神経症を通してこのような病気

のことは知 っていた。ハウェルズの娘もミッチェルの治療を受けている。『ね じの回転』のヒロイ

ンの家庭教師の描写にはアリス ・ジェイムズの病気を観察 したジェイムズの知識が生かされてい

るというOscar　Cargillのような見方 もある。もっともジェイムズの関心はそのような神経症の治

療法の非人間性ではな く、病気が増幅する想像力のゆがみやその原因として疑われる抑圧のほ う

にある。被害を被 った当事者のギルマンに対 し、観察者であったジェイムズは一定の距離を保ち

やすい。『ね じの回転』は、設定がイギリスの田舎屋敷で時代的にも話の始ま りから20年 も前に亡

くなった人の手記であ り、2人 の仲介者が間にはいって読者に伝えられる。そこでヒロインの家

庭教師をとりまく状況は1890年 代当時の社会の女性の状況 と無関係ではないのだが、現時点で苦

しむ女性の手記 となっている 「黄色い壁紙」 と、同じく一人称の女性の手記でも形式が多少違 う

『ね じの回転』は、異なった効果をもたらす。ギルマンの 「黄色い壁紙」 とジェイムズの 『ね じ

の回転』はそれぞれ独立して書かれ、二人の作家の個人的資質や環境を越えて当時の女性のおか

れた状況について共通する問題を明らかにすると共に、各々の文学的想像力による異なった対応

の可能性を示 して くれる。
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　一見 「黄色い壁紙」と 『ね じの回転』の共通点はわずかである。 どちらも女主人公が外界と交

流のほとんどない英国または英国風屋敷で過 ごす うちに精神の異常を来す。『ね じの回転』では



そ れ は 定 か で は な い が、 「黄 色 い壁 紙 」で は結 末 で ヒ ロイ ンは 明 らか に 狂 気 に 陥 って い る。共 通 点

は い った ん これ で終 わ りに な る。 『ね じの 回転 』 の ヒ ロイ ンは 自分 の 家 を 出 て 働 か ね ば な ら な い

英 国 の 若 い 家 庭 教 師 で あ る。 彼 女 は 未 熟 な が ら10才 と8才 の 兄 妹 の教 育 を ま か され て い る。 一 方

「黄 色 い 壁 紙 」 の ヒ ロイ ンは 世 間 的 に 申 し分 の な い 医 者 を 夫 に 持 って、 自 ら働 く必 要 の な い妻 で

あ る 。 彼 女 に は まだ赤 ん坊 の 子 供 が い るが 、 神 経 に さわ るの で 彼 女 に はそ の世 話 は で きな い。 家

庭 教 師 は 他 人 に は み え ない 二 人 の 幽 霊 と闘 って 子 供 た ち を 守 ろ うとす る。 「黄 色 い壁 紙 」 の ヒ ロ

イ ンは 他 人 は 気 づ か な いが 壁 紙 の 向 こ う側 に い る ら しい 女 性 を 解放 してや らね ば な らな い と思 い

詰 め る 。 孤 独 と狂 気 の他 に 二 人 は ど うつ な が って い る とい え るだ ろ うか 。

　 『ね じの 回 転 』 に つ いてMillicent　 Bellは 、 社 会 階 級 と ジ ェ ン ダー を意 識 した作 品 と して解 釈 し

て い る。彼 女 は1840年 以来 英 国 で盛 ん に な った"governess　 novel"(91)の'ジ ャ ンル を 紹 介 して 、

Charlotte　 Bronteの Ｊane　Eyreが 、通 常 の 家庭 教 師 もの の ヒ ロイ ンの ス テ レオ タ イ プ に半 ば 沿 い な

が らそ れ か らは 逸 脱 した 独 立 精 神 旺 盛 な ヒ ロイ ンを 創 造 した こ とを指 摘 す る(99)。 そ して ベ ル

は ジ ェイ ムズ が 『ジ ェイ ン ・エ ア』 を 念 頭 に お き、 そ こに 登 場 す る主 人 のRochesterと 家 庭 教 師

Janeを 『ね じの 回 転』 の主 人 と家 庭 教 師 に 投 影 させ 、 雇 用 主 の 男性 の社 会 的 、 経 済 的 、 ジ ェ ン

ダ ー的 優 位 に 降 伏 す る家 庭 教 師 の 心 理 を 描 い て い る とい う。 そ して主 人 の分 身 を女 た ら しの 下 男

Peter　 Quint、 さ らに は 子供 のMilesに 見 、 ヒ ロイ ンの分 身 を前 の家 庭 教 師Miss　 Jesse1や マ イ ル ズ

の 妹Floraに 見 て 、社 会 階 級 と ジ ェ ン ダ ーの 上下 関 係 に よる抑 圧 が彼 女 を 狂 気 寸 前 に 追 い や る と

分 析 す る。 ベ ル の 分析 は鮮 や か で あ るが 、 彼 女 自身 も述 べ て い る よ うに こ の 問題 は ジ ェイ ムズ が

『ね じの回 転 』 を 書 い た1890年 代 の 英 国 に も まだ 当 て は ま る問題 で あ った(100)。

　 ひ るが え って 「黄 色 い壁 紙 」 に 目を 転 じる と、 こ こで は 少 な く とも レデ ィ と労 働 者 階 級 の 狭 間

に 立 た され た 家 庭 教 師 はみ あた らな い 。 ヒ ロイ ンは ア メ リカの 中流 上 の 階 級 ら しい医 者 の 妻 で あ

る。 しか し彼 女 が 夫 に対 し弱 い 立 場 に あ る女性 で あ る こ とに は かわ りは な い 。 ハ ウ ェル ズ は 「黄

色 い 壁 紙 」を1920年 に再 録 す るに あ た り"horror　 story"(YW　 xv)と して 紹 介 した が 、この 短 編 も

確 か に 女 性 作 家 が 父権 社 会 の 横 暴 を 示 す の に しば しば用 い た ゴシ ック ・ノ ヴ ェル の常 套 手 段 を 利

用 して い る。 ヒ ロイ ンがや っ て き た"A　 colonial　mansion,　 a　hereditary　estate"(1)で あ る この

屋 敷 は 彼 女 に い わ せ る と"something　 queer　about　 it"(1)が あ る。村 か ら3マ イ ル も離 れ て

孤 立 し、 ヒ ロイ ンが"It　 makes　 me　 think　of　English　 place　that　you　read　about"(2)と い う屋

敷 は18世 紀 末 に 英 国 で 流 行 した ゴ シッ ク ・ノ ヴ ェ ル の 舞 台 とな る 城 に つ な が る。 ブ ロ ン テ も

『ジ ェ イ ン ・エ ア』 で ソー ン フ ィ ール ド荘 の謎 に ゴシ ッ ク趣 味 を 利 用 した 。『ね じの回 転 』で は ヒ

ロイ ン は も の寂 しい屋 敷 に 到 着 し て ま もな く塔 の 上 に 人 影 を 認 め 、"Was　 there　a　‘secret'　at

Bly--a　mystery　 of　Udolpho　 or　an　 insane,　 an　 unmentionable　 relative　kept　 in　unsuspected

confinement?"(17)と いぶ か って い る。 文章 の後 半 は この作 品 と 『ジ ェイ ン ・エ ア』 の つ な が

りを 暗 示 して い るが 、前 半 に 言 及 され たAnne　 RadcliffeのThe　 Mysteries　 of　Udolphoは ゴ シ ック

・ノ ヴ ェル の典 型 と して、孤 立 した 古 城 に 幽 閉 され た う ら若 い乙 女 が 出 て くる。『ね じの 回転 』の

家 庭 教 師 同 様 、 「黄 色 い壁 紙 」 の人 妻 も 自分 が 連 れ て い か れ た屋 敷 に封 建 時 代 の 父 権 制 社 会 の圧



力をおもわず連想する。

　 ただ 「黄色い壁紙」の場合、『ね じの回転』や 『ジェイン ・エア』と違い、主人公の屋敷への疑

問には一つの経済的根拠がある。彼女がまずおか しい と感 じるのは"Why　 should　it　be　let　so

cheaply?"(1)と いうことである。彼女の夫は一応の地位 と収入はあるが、普通 このような広

大な屋敷を借 りられるはずはなく、安い賃貸料に加え今まで借 り手がついていなかったことも謎

である。しかし彼女自身は契約に直接かかわらず、夫がすべて仕切っており、夫 のジョンは彼女

のこだわ りは根拠がないと一蹴する。『ジェイン・エア』のジェインとロチェスターや 『ね じの回

転』の家庭教師 と主人の社会階級、経済、ジェンダーの上下関係に対 し、「黄色い壁紙」では夫婦

間の経済 とジェンダーの上下関係が彼女を情報から遠ざけ、夫の従属者の立場に置 く。実際、経

済的な実権を夫に握 られているために結果としてヒロインの神経症が悪化する事態がしばしば起

こる。彼女が気にする黄色い気味悪い壁紙を、夫は最初張 り替える意図を示すが、結局3ヵ 月 し

か借 りないのだからもったいないとやめてしまう(5)。 また彼女がその部屋の圧迫感に耐えか

ねて早 く引き払 うことを申し出ると、彼は契約期間がまだ3週 間残っていることをあげて(11)

金銭的損失を惜 しんでその願いを聞き入れない。そもそもジョンは契約者としてその屋敷のいわ

くについて彼女 よりは知 りうる立場にいるが、故意かどうか彼はその点には触れない。職業柄も

あって妻の側にずっとついていることもな く、仕事に忙殺され “practical”(1)で 金銭に こま

かいジョンは、医者ではあるがビジネスマンの性格が強い。

　 とはいうもののジョンは医者として彼女の身体および精神 の管理者である。作品中にも ミッ

チェル博士の名が言及されているが(8)、 彼女は徹底して休養 しなければならない。「個人的に

は」(“Personally,”)(2)彼 女はそれに反対であるが、夫の医者 としての権威に公然と刃向か

うわけにいかない。『ね じの回転』や 『ジェイン ・エア』の場合、ヒロインたちは主人に対 し自分

の家庭教師としての義務を遂行することで主人に自分たちの能力を証明し、仕事ぶ りを認めても

らう必要があった。それはかな り主人の気まぐれに左右されるとはいえ、自己の能力を発揮する

機会ではある。しかし 「黄色い壁紙」のヒロインは母親、妻としての義務が果たせないことを重

荷に感 じているにも関わらず、美たる主人からの命令は休むことであ り、それだけが主人に認め

られる方法 となる。無為に日々を過ごす点で、彼女は家庭教師という職業人 よりももっとゴシッ

ク ・ロマンスの幽閉された姫君に似る。夫の権威は経済、ジェンダーに加えて科学(似 非科学 と

いうべきか?)の 面からも強化される。

　ギルマンが、男たち　　 ヒロインの夫、兄弟、 ミッチェル博士　 の権威に よる抑圧が個人的

ばかりでなく社会的なレベルで容認されていたことに抗議 していたのは間違いない。ヒロインは

7月4日 の祝日に言及 しているが、これ以降彼女の精神状態は悪化するばか りである。ギルマン

がわざわざ合衆国の独立記念日に(し かも独立 という言葉に言及することな く)触 れたのは、全

く夫に頼らざるを得ないヒロインの従属状態を当然 とする父権社会かつ資本主義社会としてのア

メリカへの批判が込め られている。作者は6年後に、女も男と対等に経済的 自立 を得なければな

らない、という主張をWomen　 and　Economicsで 展開することになる。「黄色い壁紙」のジ ョンは



愛情深げに振る舞ってはいるが、自分の思い通 りに妻を管理し、妻の精神的危機に気づかない夫

は実際は専制君主的である。

　 ともあれ、・『ねじの回転』と 「黄色い壁紙」のヒロインたちは大 きな屋敷に取 り残されて、それ

ぞれ女性に課せられたヴィクトリア朝的役割に取 り組むことになる。ヴィクトリア朝の理想では、

夫が外の世界のつきあいをこなす間、妻は家庭を取 り仕切 り、美徳の権化 として子供たちを教化

する。『ねじの回転』の家庭教師は、主人が家庭にいっさい煩わされないよう子供たちを監督す

る。 もちろん彼女の主人は夫ではなく、子供たちの独身の叔父であり、彼女は雇われ人であって

妻のように権威が与えられているわけではない。それでも主人のいないブライの屋敷では彼女が

子供たちの教育に関していっさいの責任を負 う。彼女はある意味で、子供たちに責任を持つとい

う義務遂行に賭けて狂気に近づ く。

　一方 「黄色い壁紙」のヒロインは子供の世話ができず家事 もできない点では母としても妻とし

ても失格である。しか しハウェルズのA　Traveler　from　Altruriaに 登場するレディが断言するよ

うに、今時労働者階級 より上のクラスで健康な女性なんかいないのが当たり前なので(107)、 軽

い神経症を病んでいること自体は妻の重大な欠点とも思われない。ヴィクトリア朝の理想の妻と

してはむしろ従順であることが重要であり、夫に妻を静養にや るだけの経済力があるときは、

弱々しくて夫に頼る妻はそれな りに受け入れられる。「黄色い壁紙」の夫のジョンが知的刺激は

彼女の神経に障るから禁止するとい うのは、女性にもともと精神活動は負担であるとい う説を述

べているに等しい。彼は妻を “little　goose”(鷲 鳥--gooseには馬鹿 とい う意味 もある)、 “little

girl”と呼び妻を子供扱いする(5、11)。 彼女が言いつけに従 って昼間 も横になるようになると

彼は満足している。妻が子供へ、さらに赤ん坊へと退行することはある意味で美の意に添 うこと

になる。

　 「黄色い壁紙」のヒロインが治療に沿って幼児化させられることへの不満を自らなだめる一つ

の方法は.彼 女が子供部屋だと信 じている黄色い壁紙の部屋の気味悪 さを、自分の子の身代わ り

となってがまんしている、と納得することである。彼女は “it　is　lucky　that　John　kept　me　here

after　all,　I　can　stand　it　so　much　easier　than　a　baby”(10)と い う。何の意義ある役割 も与えら

れていない彼女にとって、自分の子供のかわ りに犠牲となって困難を堪え忍ぶのは歓迎すべきこ

とである。 こうして彼女は夫からも、また自らも幼児化の名分を得た ようなものである。

　赤ん坊の状態まで退化するということはまた、性を拒否 したいとい う願望から生まれていると

も考えられる。黄色い壁紙のおびただしい “fungus”(12,14)の ようなパターンや、壁紙の発

す るいやな匂いをヒロインは忌み嫌っているが、この無数の増殖す る茸(ま たは菌類、 ポリー

プ)や 黄色い染料のしみと悪臭に対する彼女の反発はセックスの行為や生殖への嫌悪を表す、と

解釈す る批評家も多い。Jeffrey　Bermanは ヒロインの神経症が赤ん坊が生まれてから起 こってい

ることを指摘してヒロインの性恐怖症説を唱えている(56)。 夫のジョンが妻を幼児化 したがる

のはレディは性欲がない、と決めつけたがるヴィクトリア朝男性の考え方に合致するが、ヒロイ

ンの方でも性は疎ましく感 じられているのではないか。妻の性は無視 されても子供は生み、性差



を 理 由に夫 に 従 順 で な け れ ば な らな い な らば 、 女 性 で あ る こ とに 彼 女 は不 合 理 しか 見 い だ さ な い。

性 を 持 つ こ とを 都 合 に よ って無 視 され た り特 別 視 され る よ りは 、性 の定 か でな い赤 ん 坊 に返 る方

を 彼 女 は 選 ぶ 。

　 も っ と も彼 女 が 抑圧 した い と願 う性 を、 彼 女 は 獣 の よ うに這 い廻 る こ とで反 対 に あか ら さ ま に

して し ま った と もい え る。 ジ ョンが気 絶 した のは 上 品 で し とや か で あ るべ き妻 が 壁 紙 を ひ きは が

して 這 い 廻 る姿 を 見 た と きで あ る。 無 垢 な赤 ん坊 と して な らば受 け入 れ られ る妻 が 動 物 に ま で 退

行 して は お ぞ ま しい 。 ギ ル マ ンは 女性 が男 性 と対 等 で あ る こ とは信 じる フ ェ ミニ ス トで ある もの

の 、社 会 ダ ー ウ ィニ ズ ムを 信 じる人 種 差 別 主 義 者 の 側 面 もあ る(Lane　 254)。 ア フ リカ系 アメ リカ

人 ら、 白人 以 外 の 劣 等 人種 は進 歩 の程 度 が 低 く動 物 に近 い が 、 そ の 分 だ け 生 殖 能 力 は 高 い 、 と

い った で た らあ な 人種 論 は19世 紀 末 か ら20世 紀 初 頭 の社 会 ダ ー ウ ィニズ ムで は 普 通 で あ った 。 そ

の よ うな 論 理 に 接 して い た はず の彼 女 が 動 物 に まで退 行 す る 女 性 の 狂 気 を 書 い た の は 、 お もに

ミ ッチ ェル 博 士 の 治療 法 に抗 議 す る た め で あ った ろ う。 しか し ヒ ロイ ンのす さ ま じい 狂 気 ぶ りは 、

作 者 の計 算 した 抗議 の効 果 を越 え て い る。 ギ ル マ ン 自身 の 自 らを律 し、 進 歩 主 義 思 想 を 信 じて 社

会 を 改 革 した い 、 とい う建 設 的 態 度 を 否 定 す る よ うな 自己破 壊 的 エ ネル ギ ーが ヒ ロイ ンの這 い 廻

る 姿 に は あ る。 壁 紙 の なか に も秩 序 を 求 め た が る ヒ ロイ ンは、 実 は ジ ョ ンの 数 字 しか 信 じな い 合

理 主義 と全 く無 縁 で は な い。 ギル マ ンは ミ ッチ ェル 流 の治 療 法 に反 対 す る うち に 、 父 権制 社 会 ば

か りで な く彼 女 の活 動 の根 拠 と もな っ て い る進 歩 思 想 や理 性 そ の もの に 刃 向 か う思 い が け な い 力

と出会 う。

　 ギ ル マ ンが 「黄 色 い壁 紙 」 を書 い た の は1890年 、パ サ デ ナ に お い て で あ る(Lane　 124)。 日本 か

らの移 民 が カ リフ ォル ニ ア で “yellow　 peril” と して広 く排 斥 され た の は1900年 頃 か ら で あ る

が 、 そ の前 に 中 国 か ら の移 民 が まず “yellow” と呼 ば れ て排 斥 の対 象 とな り、1892年 に は1882年

のThe　 Chinese　 Exclusion　 Actが さ らに 延長 され た(Jones　 263)。1888年 か ら カ リフ ォル ニ ア に移

り住 ん で い た ギル マ ンが ア ジ ア系 移 民 排 斥運 動 を全 く知 らな か った とは 考 え られ な い 。黄 色 い壁

紙 につ い て “great　slanting　waves　 of　optic　horror” 　(9)で あ る とか “The　color　is　hideous

enough,　 and　 unreliable　enough,　 and　infuriating　enough” とか 、 そ の パ タ ー ン が “A　toadstool

in　joints,　budding　 and　sprouting　 in　endless　 convolution”(12)と い う記 述 は 、無 意 識 の うち に

後 の黄 禍 論 の恐 怖 に 満 ちた 憎 悪 を 先取 りす る。 ギル マ ンが お もに プ ライ ベ ー トな文 章 で偏 見 を 漏

ら して いた のは ア フ リカ系 ア メ リカ人や ユ ダ ヤ系 に対 して 、 しか も年 齢 を重 ね る につ れ てで あ る。

また 劣 等 人 種 の人 口が増 加 して 白人 を圧 倒 す る恐 怖 を 喧 伝 す る説 が 大衆 に広 ま っ た の は20世 紀 に

な って か らで あ る。 しか しギ ル マ ンの若 い ときに 書 か れ た この短 編 の黄 色 い壁 紙 に た いす る生 理

的 嫌 悪 感 に は 、性 と生殖 に 関す る もの ばか りで な くそ れ ら と連 想 され た 人種 的 恐 怖 も潜 む の で は

な い か 。 人 種差 別 主義 に と って劣 等 人 種 の増 殖 は 白人 文 明 を脅 か し、 コ ン トロール 不 能 に 陥 る恐

れ の あ る不 条理 な エ ネ ル ギ ー で あ る。 なぜ 作 者 は この よ うな連 想 が働 く動 物 的 イ メ ー ジを ヒ ロイ

ンの 最後 の 姿 に 重 ね る こ とに な った のか 。

　 「黄 色 い 壁紙 」 の ヒ ロイ ンの夫 は医 者 で あ るが 、 彼 女 の 兄 も ま た 医 者 で 、 彼 女 の 症 状 に 対 し



ジョンと同 じ意見である。一方夫の妹ジェニーはそつな く家事全般をこなし、ヒロインをそれ と

な く監視する役 目を持っている。実際、ジェニーと呼ばれているジェイン(20)は 、ジェイン・

エアが狂女バ ーサの放火や傷害事件の際にロチェスターの役立つ助手 として活躍 したように、

ジョンの優秀な助手として兄とよいコンビである。ジョンとジェニーに対 し、名無 しのヒロイン

とその兄の関係はほとんど書かれていないが、彼女は黄色い壁紙のおぞましさを述べるときにふ

と奇妙なたとえを使っている。 “it [the　wallpaper] sticketh　closer　than　a　brother”(7).こ れ

は一般的なたとえとしては常識的でなく、彼女の兄は少なくとも彼女にとって近 しいが疎ましい

存在であることは推測できる。夫 とその妹が結束して実際的な合理的世界を作 り、兄もそれを支

持しているなかで、ヒロインはナルシシスティックとはいわないまでも、homogeneousな 自己閉

鎖的世界のなかに囲い込まれている。Ann　J.　Laneは 、子供部屋に閉じこもったヒロインの一種の

閉所恐怖症を、母の体内から解放 されたい胎児のものと解釈 しているが、ジョンとジェニーが管

理する英国風屋敷はヒロインとその兄にも快適な、同族的、白人純血主義的な理性の世界のはず

だった。彼女も “a defiance　of　a　law”(12)で あるようなでたらめなパターンの壁紙を我慢でき

ない理性の持ち主である。ところが理性を信 じる作者ギルマンが自らの分身のようなヒロインを

たてて父権主義に刃向か ううちに、いつのまにかヒロインはバーサと同 じく狂女 という異端者と

なって屋根裏部屋に閉 じこもってしまう2。

　 父権の横暴を抗議するはずの作品で、ギルマンは自らの信 じる理性の世界が父権社会とつなが

り、それに抗議することは彼女自身の理性破壊につなが りかねないことを明らかにした。ヒロイ

ンは気絶した夫をしり目に這い廻っているが、作者のもう一方の分身は、正常なジェニーが助手

を務める兄のジ ョンと同じく気絶 してこの結果を認めた くないのである。 ミッチェルの安静療法

は、女性患者に対し本来女性に知的活動は不自然であるとみなしていることが推測されるが、そ

の偏見はいわゆる劣等民族に対する人種差別論と同種の似非科学性がある。ギルマンは時には人

種差別主義の不当さを拒否する力を持 っていたが(Lane　 256)、 彼女が ミッチェルの療法を徹底

して追及すれば自らの進歩主義思想に潜む社会ダーウィニズムの欠陥に突き当たらざるをえない。

そしてその過程では彼女が理性で管理するはずの性の奔放なエネルギーもかいま見える。「黄色

い壁紙」のもたらす恐怖感は、作者自身が予期せず探 り当てた自らの存在の不可解さ、彼女の世

界の秩序崩壊の危機に よるところが大きい。ギルマンの作品は普通、女性の地位向上の希望を感

じさせる楽観的な結末を迎えることが多いが、この作品は異質である。彼女はこの作品以降、長

い間フィクションを書かなかったが、それは レインが指摘するように(も っともレインはギルマ

ンの父親憎悪 とその乗 り越えという精神分析的解釈をしているが)、 この作品が彼女 自身をおび

えさせたからかも知れない(Lane　 127)。

　 外界と遮断された世界におかれて期待された役割を演 じるなかで自己崩壊の危機に直面するの

は 『ねじの回転』の家庭教師も同じである。 しかしこの作品では作者は最初から彼女との距離を

意識している。少な くとも作品の開始時点で作者が主人公と自らを重ね合わせ、同 じ目的の戦い

をしていると信 じていた 「黄色い壁紙」とは異なっている。『ね じの回転』は家庭教師の手記には



いるまで時間がかかる。まず最初の語 り手とダグラスによる導入の後、この手記がすでに死亡し

た家庭教師がダグラスに託 し、さらにダグラスが死ぬ前に語 り手に託 し、語 り手が筆記し直 した

ものだ ということが説明される。この念入 りな導入部を付けた理由の一つは、ジェイムズが一人

称の女性の語 り手として語るための準備期間が必要だったということであろう。

　 David　McWhirterは ジェイムズの芸術家観がwriter/authorの 二重性を持ち、 “author”が建築

的、包括的な構造をめざす父性的性格を持つのに対 し、 “writer”の方は構造の統一性 よりも

ディテールにこだわ り、自由に想像力を展開させていく母性的資質を持つと述べる(NE　 129)。

そして 『ね じの回転』ではジェイムズは家庭教師に “writer”としての “feminine　textuality”

　(139)を 展開させ、正常と認められる基準以外は受け入れない父権的権威主義ではみえてこない

ものを見ようとした(138)と 論 じる。

　 確かに 「黄色い壁紙」のジョンのように数字で説明できるものしか信 じない合理的思考に対し、

彼の妻のようにこの屋敷には何かおか しなところがある、という感性は幽霊を語るためには必要

である。McWhirterが いうような意味での女性性、厳密なカテゴリー化をす り抜けて展開す る意

識の流動性をジェイムズはあえて用いている。ジョンは妻が病気になる理由など何 もない、 よっ

て彼女は病気ではない、と結論する。 自分が必要と認める時以外は決して意味を求めない思考法

に対し、彼の妻や 『ね じの回転』の家庭教師は、混沌しかないようにみえるところにも意味を熱

心に追い求める。 もちろん彼女たちも自分たちが読み込みたい意味を探 し求める。壁紙に秩序を

求めるジョンの妻ばか りでな く、家庭教師も子供を悪から守る大義名分を必要としている。家庭

教師自身は 「黄色い壁紙」のヒロインよりず っと父権制社会に忠実であろうとしたのである。 し

か し意味の増殖が自分たちが望んでいたはずのものを越えて広がってい くとき、彼女たちはそれ

が手に負えず、自分の存在を脅かす恐れがあるにも関わらず、合理性の安全圏内にとどまらずに

追求する。

　家庭教師はマイルズを最後まで追いつめながら、ひょっとして彼は罪がないのではないか、そ

してもしそうならば自分は何か、と自問する。彼女は意味決定権を自分においてはいない。『ねじ

の回転』で家庭教師がマイルズの死体を抱き抱えているのに気づいたとき、彼女が向き合うのは

意味不決定性である。 “Peter　Quint--you　devil”(88)と いう一見家庭教師には決定的と思 え

る、幽霊との交信を告白したように見えるマイルズの言葉も、その解釈は多義的で曖昧である。

そ してもはや彼女はマイルズに真の意味を問いただすことはできない。彼女は主人から決して手

紙を書いて自分を煩わせたりしないよう厳命されていた。それでも問題が非常に錯綜した時点で

彼女はついに主人に手紙を書いて指示を仰 ぐ、と決心する。 しかし結局その手紙は出されないま

ま事件は結末を迎える。主人とは連絡できず、校長(head-master)は 手紙でマイルズ放校の具体

的理由を述べず、主人(master)の かわ りに意味を解きあか してくれるはずのマイルズ坊ちゃん

(Master　Miles)は 死ぬ。家庭教師は面接の時から主人に夢中にな り、彼に認められたい一心で屋

敷での義務遂行に邁進していた節があるが、彼女が読み込んだ意味を最終的に是認 してくれる権

威とい うものはない。行為の意味の不決定性を自ら引き受けなければならないことを家庭教師は



思い知る。絶対的知識を与え てくれる主人や父権的権威は存在しない。

「黄色い壁紙」のヒロインは彼女にとって一つの意味を獲得した。檻のなかに閉じこめられた女

性を解放する必要があるということは、そこに自分の姿を読み込んだ点では正 しかった。屋敷の

外にも無数の這い廻る女たちがいる、 とい う指摘も、 ヒロインが社会のなかでの女性の地位を直

観的に感 じとったのだ、といえる。 しか し彼女が檻から解放 した女性と自らを重ね合わせ、部屋

のなかに閉じこもって堂々めぐりするとき、彼女の意味にも硬直化がおこっている。兄妹が構成

する合理的同族的父権社会を内側から崩壊させ、ヴィジョンとしては外界へ出て這 う女性を見る

が、ヒロインが屋敷内部で狂女としてとどまることは、ギルマン自身にヒロインを解き放つ こと

への恐れがどこかに存在 していたととれる。家庭教師はマイルズの死体に直面して、意味を支え

る絶対的な権威はない、という認識におびえるが、「黄色い壁紙」の主人は気絶 しただけである。

しっか り者の妹ジェインが駆けつければジョンは回復 し、ヒロインは注意深 く幽閉されるであろ

う。E.A.Poeの 場合のように理性への信頼が根本的に崩れ、死んで棺桶に納められたはずの地下

室から妹がやってきて双子の兄を道連れに屋敷全体が倒壊するようなアッシャー家の悲劇は避け

られる。

　ギルマンは彼女の分身とい うべきヒロインによって ミッチェル博士の療法に抗議し、父権制社

会の横暴を訴えたが、彼女の批判の鋭さは社会ダーウィニズムにつながる進歩思想を信 じる彼女

自身の理性にまで向けられそ うになる。しかし気絶 した夫のジョンの体をまたいでい く程度の勝

利をヒロインは獲得したものの狂気に陥 り、それ以上話は続かない。気絶 した男と這い廻る女は

それぞれ別個に放置されて終わる。ギルマンは彼女自身のジェンダーとしての男性性と直面す る

ことを辛くも免れる。それに対しジェイムズは父権制社会に従順な女性を語 りの主体に据え、そ

の社会の絶対的意味の誘惑とその幻滅を彼女に体験させて、父権的権威が支える秩序や合理性、

意味の明示性に疑問を呈している。

　 しかし 『ねじの回転』の最終的な意味の保留は必ず しも読者に歓迎されない。ヒロインに不利

な証拠、有利な証拠が交錯するなか、読者は彼女に対する信頼と不信の間を揺れ動 く。読者はヒ

ロインの語 りの世界から一歩外へ出て客観的なパースペクテ ィヴを得たいという欲望に駆 られる

が、そのとき読者は自らの予断と偏見に従って家庭教師をカテゴリー化する可能性がある。たと

えば主人とのロマンスを夢見る若い女性が性欲を抑圧された状態でヒステリー症状に陥ったのだ

というEdmund　 Wilsonの 説(“The　 Ambiguity　of　Henry　James”)か ら鈍感な人間には見えない

悪の汚染を見抜き、子供の魂を守る孤独な戦いを挑んだ聖女とい うRobert　Heilmanの 説(“The

Freudian　Reading　of　The　Turn　of　the　Screw”)に いたるまで、家庭教師が狂気に陥ったかどう

かの解釈はその分析者の女性観とも関連する。Shoshana　Felmanが 指摘するとおり、3読者は自ら

抑圧した心理や社会構造の無意識を文学テクス トに転移させて分析 してしまう恐れがあ り、誰 し

も全 く外部の客観世界に立つことはできない。意味を確定したい、という欲望に駆 られて家庭教

師を断罪することは、彼女が最後に自分への根本的疑問を問いかけたのを無視して読者 自身、自

らの世界観に影響されて絶対的評価を下してしまうことになる。



　 『ね じの回転』は意味の誘惑に満ちている。読者は家庭教師に代わって意味を追求し、また家

庭教師の行為を評価 して父権制社会の権威の象徴である主人の役割を演 じたい誘惑に駆られる。

絶対的意味を決定 してしまう、もしくは決定権は自分にあるとする行為 を男性的、その断定を

嫌 って流動的な意味を追 う行為を女性的とするならば、家庭教師、そして読者はその両方を経験

す る。解釈行為の男性性 と女性性は家庭教師と主人、家庭教師とマイルズ、前の家庭教師 ミス ・

ジェッセルと主人の悪の分身のような下男 ピーター ・クウィントの関係のように、セクシュアル

な意味あいを帯びて作品のなかでは幾重にも反射増幅されている。

　 さらに男性性 と女性性のせめぎあいは性的なからみばか りでな く、一つのテクス トを男性女性

のどちらが所有するか という形でも示されている。時間的な経過でいうと、家庭教師の話はまず

彼女の口からダグラス自身に語 られたのであ り、その後彼女が手記として書いたものを幽霊話の

席上ダグラスが皆に読み聞かせ、さらにダグラスが死ぬ前に最初の語 り手に彼女の手記を送 り、

この語 り手がそれを書き写 したものを今読者は読んでいる。一つの話が女性と男性の声および筆

を経て繰 り返されたことになる。ただしこのような複雑な操作のなかでやはり女性家庭教師がオ

リジナルな発話者である。『ね じの回転』はジェイムズが秘書に口述筆記させた最初の作品の一

つ といわれる(Bell　100)。家庭教師の手記とい うフィクシ ョンを作者ジェイムズが男の秘書にタ

イプを打たせているとき、そこに発せられるジェイムズの声は家庭教師のと重なるのだろうか、

ダグラスの声と重なるのだろうか。それともあ くまで男性性 と女性性を統合する作家ジェイムズ

の肉声なのか。作家としてはいっさいを掌握する芸術家であ りたいところだが、口述筆記 中、

ジェイムズは語る主体のジェンダーの混乱を経験 しはしなかっただろうか。

　女性の差別的待遇改善とい う具体的な問題に取 り組むギルマンはフィクシ ョンを書 くことに

よって思いがけず父権社会の構造が自分自身の理性にまで及んでいるかも知れないことに気づか

されるが、フィクションを書 くことを職業 とし、一 日の長があったジェイムズは、ジェンダーが

一人の人間もしくはテクス トのなかで一つだけではありえないことをあらかじめ気づいていた。

これら二つの作品においてヒロインはどちらも書 くことを禁 じられている。「黄色い壁紙」の ヒ

ロインは夫によってものを書 くことそのものを禁 じられている。『ね じの回転』の家庭教師は主

人に手紙を書いて煩わせることを禁 じられている。女性が作者となって書くことが父権社会を転

覆させるだけの破壊力を持ちうることに父権を代表するこれらの作品の人物は無意識のうちに気

づいていたのかも知れない。それぞれの作家はヒロインに書かせることによって少なくともその

社会をぐらつかせたのである。



　　 　　　 　　　 　　 　　　 　　　 　　 　　　 　　 　　 注

1当 時 の 女性 の神 経 症 とそ の治 療 の意 味 を フ ェ ミニズ ム批 評 か ら記 述 した もの と し て はElaine　 Showalterの

　The　 Female　 Malady: Women,　 Madness,　 and　 English　 Culture,1830-1980(New　 York: Penguin,

　　 1985)を 参 照 の こ と。

2 Gilbert/GubarはThe　 Madwoman　 in　the　Attic: The　 Woman　 Writer　 and　 the　 Nineteenth-Century

Literary　 Imaginationの な か で 「黄 色 い壁 紙」 の ヒ ロイ ンの狂 気 が勝 利 で あ る と考 え る。

3フ ェル マ ンの 『ね じの 回転 』 論 は今 まで の この作 品 につ い て の批 評 の批 評家 自身 の転 移 を 鋭 く指 摘 し て い

　 る。
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